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「
上
限
２
０
０
円
運
賃
」
や
、
日

曜
日
に
限
定
し
て
利
用
者
１
人
に

つ
き
同
伴
者
１
人
の
運
賃
を
無
料

と
す
る
「
同
伴
者
割
引
」
を
試
行

し
、
利
便
性
の
向
上
や
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
新
た
な
車
両
に
刷
新

し
、
ル
ー
ト
の
一
部
変
更
や
ダ
イ

ヤ
改
正
な
ど
運
行
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、乗
車
マ
ナ
ー
啓
発
の
た
め

市
内
小
学
生
に
よ
る
、
車
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
放
送
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
電
車
・
バ
ス
利
用
者
の
移
動
や

乗
り
継
ぎ
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

バ
ス
へ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
支
援
し
、
ま
た
市
内
バ

ス
路
線
や
バ
ス
１
日
乗
り
放
題

「
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
」
の
お
得
な
情

報
な
ど
を
掲
載
し
た
「
バ
ス
マ
ッ

プ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
は
、３
年
間
の
社
会

実
験
と
し
て
、公
共
交
通
の
利
用
促

進
や
高
齢
者
の
外
出
支
援
な
ど
を

目
的
に
、市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で

利
用
で
き
る
助
成
券「
お
で
か
け
チ

ケ
ッ
ト
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
た
公

共
交
通
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
生
活
利
用
だ
け
で

な
く
、
来
訪
者
の
観
光
利
用
と
し

て
の
役
割
も
担
う
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
路
線
と
し
て
維
持
、
存
続

さ
せ
る
必
要
の
あ
る
一
部
バ
ス
路

線
へ
の
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
楠
ケ
丘
で
は
、
公
共
交
通
不
便

地
域
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域
住

民
、
交
通
事
業
者
、
市
の
３
者
の

協
働
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
地
域

主
体
で
様
々
な
利
用
促
進
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
高
い
収
支
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
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左
図
は
、
市
の
人
口
と
バ
ス
・

鉄
道
利
用
者
数
の
推
移
を
示
し
た

グ
ラ
フ
で
す
。
人
口
は
平
成
12
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま

す
。
一
方
、
バ
ス
・
鉄
道
の
ピ
ー

ク
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
平
成
３

年
か
ら
減
少
し
続
け
、
特
に
バ
ス

利
用
者
の
減
少
が
顕
著
で
す
。

　
利
用
者
が
減
る
と
採
算
が
と
れ

ず
、
路
線
の
廃
止
や
運
行
本
数
の

減
便
な
ど
、
さ
ら
に
利
便
性
が
低

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行

1

日
野
・
滝
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行

2
楠
ケ
丘
地
域
乗
合

タ
ク
シ
ー
「
く
す
ま
る
」

4

お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト

6
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み

5

特集１

将来の公共交通を考える特集１

モックル
コミュニティバス

三日市町駅で乗客を乗せるくすまる

将来の公共交通を考える

み
ん
な
で
守
ろ
う

公
共
交
通

あ
な
た
は
、
最
近
、
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
ま
し
た
か
？

今
、
こ
れ
ら
公
共
交
通
は
、
様
々
な
要
因
か
ら
利
用
者
が
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
マ
イ
カ
ー
を
持
た
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
、

公
共
交
通
の
必
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

未
来
に
向
け
て
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
計
画
課

下
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
近
年
は
、
特
に
バ
ス

業
界
で
全
国
的
に
運
転
手
不

足
が
深
刻
で
す
。
運
転
手
が

確
保
で
き
ず
、
利
益
が
出
て

い
る
黒
字
路
線
で
さ
え
も

廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、

路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
う
え

で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減
少

や
運
転
手
不
足
が
続
け
ば
、

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

が
難
し
く
な
り
、
い
つ
か
公

共
交
通
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
も
ゼ
ロ
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
を

未
来
に
残
す
た
め
に

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
公

共
交
通
を
ど
の
よ
う
に
守
り

育
て
て
い
く
の
か
、
そ
の
基

本
方
針
と
な
る
「
公
共
交
通

の
あ
り
方
」
を
平
成
20
年
度

に
策
定
。
以
降
、
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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状
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平
成
28
年
度
の
市
民
意
識
調
査

で
、「
日
常
生
活
に
お
け
る
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
」
に
関
す

る
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
約
57
％

が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
一
方
で
、

約
40
％
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
年
齢
や
生
活
環
境
、
居
住
地
域

な
ど
の
違
い
に
よ
っ
て
、
公
共
交

通
に
対
す
る
考
え
方
は
様
々
で
す
。

今
や
、
車
の
所
有
台
数
は
「
１
家

に
１
台
」か
ら「
１
人
１
台
」と
い
う

家
庭
も
多
い
中
、
車
移
動
が
中
心

の
人
に
と
っ
て
は
公
共
交
通
の
必

要
性
は
低
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
近
年
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
事
故
や
免
許
返
納
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
「
自
分
で
車
を
運
転
で
き
る

か
ら
、
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
で
も
、
い
つ
ま
で

も
運
転
を
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
10
年

後
、
20
年
後
の
自
分
を
想
像
し
た

り
、
親
が
高
齢
で
運
転
に
不
安
を

抱
え
て
い
た
り
、
子
や
孫
が
電
車
、

バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
、
と
い
っ

た
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
公
共

交
通
が
抱
え
る
課
題
は
決
し
て

「
他
人
ご
と
で
は
な
い
」と
思
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
を

維
持
す
る
た
め
に

　
公
共
交
通
の
充
実
は
、
単
に
移

動
手
段
の
確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
、

外
出
機
会
の
創
出
→
ま
ち
な
か
の

交
流
人
口
の
増
加
→
買
物
や
観
光

利
用
の
増
加
と
い
っ
た
よ
う
に
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
維
持

す
る
た
め
に
も
積
極
的
に
公
共
交

通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
河
内
長
野
市
は
、
地
形
的
な
要

因
と
、
幹
線
道
路
沿
い
に
商
業
施

設
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
車

移
動
を
中
心
と
し
て
ま
ち
が
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

　

車
は
便
利
で
す
が
、
公
共
交
通

が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
ら
、
み
な

さ
ん
の
生
活
に
少
な
か
ら
ず
影
響

が
出
ま
す
。
出
張
や
宴
会
で
車
を

使
え
な
い
日
や
高
齢
者
や
子
ど
も

の
日
常
の
移
動
な
ど
を
考
え
る
と
、

公
共
交
通
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事

故
の
増
加
を
受
け
て
、
今
後
免
許

を
返
納
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

や
、
免
許
返
納
は
せ
ず
と
も
、
運

転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
の
移

動
を
支
え
る
の
が
公
共
交
通
で
す
。

一
般
的
に
、
車
よ
り
公
共
交
通
を

利
用
し
た
時
の
方
が
運
動
量
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

運
動
能
力
の
衰
え
が
少
な
い
と
き

か
ら
、
公
共
交
通
利
用
へ
切
り
替

え
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

今
の
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
利
用

す
る
こ
と
は
、
公
共
交
通
を
維
持

し
、
将
来
に
向
け
て
移
動
の
選
択

肢
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、
車
が
な
く
て
も

日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
か
判
断

で
き
、
実
際
に
利
用
す
る
こ
と
で

市
民
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識

を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
問
題
点

な
ど
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
電
車
・
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
な
ど
様
々
な
移
動
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
中
で
、
ど
の
手
段
を
使
え

ば
効
率
的
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
公
共

交
通
の
先
進
地
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
近
年
、
目
的
地
ま
で
の

移
動
手
段
ご
と
に
経
路
や
料
金
を

一
括
で
検
索
で
き
、
支
払
い
ま
で

完
了
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
進

ん
だ
こ
と
で
、
公
共
交
通
利
用
者

の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
実
現

す
る
に
は
課
題
も
多
い
で
す
が
、

行
政
と
交
通
事
業
者
が
連
携
し
、

新
た
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
一
口
に
移
動
と
い

っ
て
も
、
そ
の
選
択
は
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
左
右
し
、
さ
ら
に
は
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
自
分
た
ち
の
移
動
手
段
を

未
来
に
渡
っ
て
確
保
す
る
た
め
に
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん

と
交
通
事
業
者
、
行
政
が
お
互
い

に
協
力
し
、
知
恵
を
出
し
て
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

河
内
長
野
市
地
域
公
共
交
通
会
議
副
会
長

日
野
泰
雄
さ
ん 

将
来
の
た
め
に

今
の
う
ち
か
ら

利
用
す
る
こ
と
が
大
切

マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
へ

転
換
し
た
経
験
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

車
を
手
放
し
た
き
っ
か
け
や
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

今は「他人ごと」でも
いつかは「自分ごと」

インタビュー

将来の公共交通を考える特集１

おでかけチケット
臨時窓口

　３月、75歳以上の高齢者に
バス・タクシー利用助成券「お
でかけチケット」1000円相当
を送付しました。このチケッ
トを使ってバスに乗るには、事
前に南海バス専用ＩＣカード

「なっち」の購入や、チャージが必要です。その手続
きができる臨時窓口を開設します。
対象　今年度分のチケットをまだ利用していない人

10月19日㈯＝市役所
10月20日㈰＝フォレスト三日市

（時間はいずれも午前10時～午後３時）
問都市計画課

とき
ところ

楠ケ丘在住
伊

い

東
と う

 義
よ し

輝
て る

さん（68 歳）

桐ケ丘在住
栄

え

村
む ら

 晃
て る

行
ゆ き

さん（74 歳）

　約８年前、楠ケ丘に乗合タクシー「く
すまる」が運行したことを機に車を手放
しました。地域の大切な足である「くす
まる」を維持するため利用してみたとこ
ろ、意外と便利に使えることを実感しま
した。ずっと利用していると、車がなく
ても普段の移動に支障がないことに気付
き、今年３月には免許証を返納しました。
これからも、地域のために公共交通を利
用していきたいと思います。

　以前から体調を考え、意識的に車の運
転を控えていました。買物や図書館などは
徒歩で、場所によってはバスを使ったり、
雨の日や荷物がある時はタクシーも使いま
す。公共交通に合わせて生活リズムを変え
るなど工夫すれば、外出には困りません。
来年２月には免許返納する予定です。年齢
を重ねると体も弱り、反応も鈍くなります。
早いうちから車の利用を減らし、別の移動
手段を考えることが大事だと思います。

ご利用ください！
おトクで便利なツール

ま
ず
車
を
手
放
し
、
公
共
交
通
を

使
う
生
活
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
た
の
で

こ
の
春
、免
許
も
返
納
し
ま
し
た

徒
歩
や
公
共
交
通
に
合
わ
せ
て

生
活
リ
ズ
ム
を
変
え
る
こ
と
が
大
切

事
故
の
心
配
も
な
く
、健
康
に
い
い
で
す
よ

電車・バス・タクシー

公共交通を
使う生活
はじめてます

なっち
南海バスで使える

プリペイド式のＩＣカード

モックルカード
バス１日乗り放題カード

（※おとな650円こども330円）
※モックルカードは消費税率の引き上げにともない10月１日から販売
金額が上記に改訂されました。

バスロケーションシステム
スマートフォンやパソコンなどでバスの
接近状況や現在位置がリアルタイムで
確認できます。専用アプリもあります。

ご利用に
なりました？

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶



特定健診を受けましょう特集２

67 広報かわちながの 2019年（令和元年）10月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

　
40
歳
を
こ
え
、
体
の
リ
ス
ク
に
気

づ
か
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、心
臓
病
・

脳
卒
中
・
糖
尿
病
合
併
症
・
寝
た
き

り
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
年
、
健
診
を
受
診
す

れ
ば
体
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
年
ご
と
の
変

化
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
健
康

管
理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

■

毎
年
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

　
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型

肥
満
と
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質

異
常
を
併
せ
持
っ
た
状
態
）
に
着

目
し
た
健
診
で
す
。

対
象　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳

※
今
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
み
ま
す
▽
今
年
度
中
に
特
定
健

診
ま
た
は
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し

た
人
や
受
診
す
る
予
定
の
人
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
全
額
自
己
負
担
な
ら
約
８
０
０

０
円
～
１
万
円
か
か
る
と
こ
ろ
、自

己
負
担
無
料
で
、
様
々
な
検
査
項

目
（
血
液
検
査
や
尿
検
査
な
ど
）

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
府
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
府
内
の
取
り
扱
い
医
療

機
関
（
市
内
は
45
か
所
）
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
回
目
と
な
る
集
団
健
診
は
11
月

２
日
㈯
午
前
中
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込　
保
険
証
と
特
定
健
診
受
診
券

（
対
象
者
に
送
付
済
）
を
用
意
し
て
、

電
話
で
保
険
年
金
課
へ

■

が
ん
検
診
も
セ
ッ
ト
で

　
当
日
は
５
が
ん
検
診
（
有
料
）
も

併
せ
て
受
診
で
き
ま
す
。

内
容
・
定
員　
胃
が
ん
検
診
20
人
、大

腸
が
ん
検
診
30
人
、
肺
が
ん
検
診
30

人
、
乳
が
ん
検
診
20
人
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
20
人
▽
い
ず
れ
も
先
着
順

申
込　
が
ん
検
診
も
受
診
す
る
場
合

は
10
月
18
日
ま
で
に
電
話
で
保
険
年

金
課
へ

※
男
性
は
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺

が
ん
、
女
性
は
す
べ
て
（
今
年
度
乳

が
ん
検
診
対
象
外
の
人
は
乳
が
ん
を

除
く
）
が
セ
ッ
ト
で
す
。

　
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
判

定
さ
れ
た
人
は
、
特
定
保
健
指
導
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
専
門
家
（
医
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
な
ど
）
と
一
緒
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ

わ
せ
て
無
理
の
な
い
目
標
を
た
て
、３

か
月
～
半
年
間
、
食
事
の
改
善
や
運

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
例
え
ば
、

「
１
口
で
30
回
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で

食
べ
る
」、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ

ず
階
段
で
」
な
ど
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
市
町
村
で
指
導
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
河
内
長
野
市
は
健

康
に
関
心
の
高
い
市
民
が
多
い
印
象

で
す
。
私
が
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
４
か
月

で
６
㌔
痩
せ
て
生
活
習
慣
を
改
善
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
の

食
事
で
ご
は
ん
の
量
を
減
ら
す
だ
け

で
も
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
指
導
が
終
わ
っ
て
も
、
元
の
生
活

習
慣
に
戻
ら
な
い
よ
う
、
健
康
づ
く

り
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
な
ど
で
は
様
々

な
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
す
が
、
健
康
づ
く
り
の
基
本
中

の
基
本
は
、
毎
日
３
５
０
㌘
以
上
の

野
菜
を
食
べ
て
、
適
度
に
運
動
す
る

こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
１
日
分
の
野
菜
を
レ
ン

ジ
で
チ
ン
し
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お

き
料
理
に
添
え
た
り
、
朝
に
キ
ュ
ウ

リ
を
１
本
と
ト
マ
ト
を
１
個
食
べ
る

だ
け
で
も
違
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

い
い
食
事
や
適
度
な
運
動
を
欠
か
さ

な
い
よ
う
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元

気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　数年前に大きな病気をしたこと
があり、経過が気になっていたの
で健診を受けてみました。異常が
なければいいのですが。

　
河
内
長
野
市
国
民
健
康
保
険
の
特
定

健
診
は
、
検
査
項
目
が
充
実
し
て
お
り
、

隠
れ
た
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
者
の
受
診
率
は

40
％
を
下
回
り
、
40
・
50
歳
代
は
特
に

低
い
の
が
現
状
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
は
若
い
う
ち
か
ら
取
り
組
む
と
効

果
が
高
い
こ
と
は
定
説
な
の
で
、
40
歳

代
か
ら
特
定
健
診
を
受
診
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

　
取
扱
医
療
機
関
な
ら
自
分
の
都
合
で

時
間
や
場
所
を
選
べ
る
の
で
便
利
で
す
。

ま
た
、
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
予
備
軍
と
診
断
さ
れ
る
と
、医

療
機
関
で
結
果
を
聞
く
時
に
、
特
定
保

健
指
導
実
施
機
関
な
ら
そ
の
ま
ま
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
切
れ

目
な
く
効
率
的
で
す
。

　
最
近
は
医
学
が
発
達
し
、90
歳
代
も
元

気
な
方
が
多
い
一
方
で
、
寝
た
き
り
に
な

る
方
も
い
ま
す
。
70
歳
以
上
は
し
っ
か
り

食
べ
、
適
度
な
運
動
で
筋
力
を
減
ら
さ

な
い
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　２人暮らしで、食生活の偏りを指
摘されました。食生活を見直し、体
重を減らすように、夫婦でウォーキ
ングなどを続けたいと思います。

　日ごろは農作業で体を動かして
いるので気にしていませんでした
が、家族から勧められて、数年ぶ
りに健診を受けてみました。

　元気に働けるうちは、ついついおろそかにしがちな健康管理。今、元気
だからといってバランスのいい食事や運動を怠っていると不調が現れます。
体調を崩すと定期的な受診で医療費の負担が増え、通院にも時間がとられ
ます。若いころから健診を受けていれば…と後悔しないために、元気なう
ちから、毎年健診を受けましょう。

特集２

特定健診を受けましょう



89 広報かわちながの 2019年（令和元年）10月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

健　

康

乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
で
令
和
元
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
30
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　
12
月
～
来
年
１
月
の
第
１

～
４
土
曜
日

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円

申
込　
10
月
17
日
ま
で
に
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
申
込
可

※
各
日
定
員
あ
り
（
抽
選
）
▽
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
、
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
55
・
０
３
０
１
）

　
プ
レ
マ
マ
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン

　
助
産
師
か
ら
安
産
の
た
め
の
心

と
体
づ
く
り
（
呼
吸
法
）
の
お
話

を
聞
き
、
マ
マ
同
士
で
交
流
を
深

め
ま
す
。

対
象　
妊
娠
中
の
市
民

と
き　
10
月
30
日
㈬
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
受
付
は
午
前
９
時
50

分
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
▽

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
込
可

い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
へ

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

●
毎
日
の
健
康
記
録
を
入
力

　
お
お
さ
か
健
活
マ
イ
レ
ー
ジ
「
ア

ス
マ
イ
ル
」
は
、
府
民
の
健
康
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
。
大
阪
府
民
な
ら
誰
で
も

登
録
で
き
ま
す
。

●
週
ト
ク
・
月
ト
ク

　
朝
食
を
食
べ
る
、
歩
く
、
歯
を
磨

く
、
健（
検
）診
を
受
け
る
、
体
重
・

血
圧
を
記
録
す
る
な
ど
で
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
り
、抽
選
に
参
加
で
き
ま
す
。

毎
週
の
抽
選
で
は
コ
ン
ビ
ニ
の
ス
ム

ー
ジ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
が
、
毎
月
の
抽

選
で
は
電
子
マ
ネ
ー
や
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
が
当
た
り
ま
す
。

●
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
も

　
府
の「
健
活
10
」に
関
す
る
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
割
引
ク
ー
ポ
ン
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

●
ま
ず
は
ア
プ
リ
で
登
録
を

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
必
要
事
項

を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
登
録
に
は
免
許
証

や
保
険
証
な
ど
の
本
人

確
認
が
必
要
で
す
。

●
本
市
独
自
の
上
乗
せ
も

　
40
歳
以
上
で
本
市
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
、
特
定
健
診
（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
受
診
す
る
だ
け

で
、
な
ん
と
６
０
０
０
円
（
府
３
０

０
０
円
、
市
３
０
０
０
円
）
分
を
電

子
マ
ネ
ー
な
ど
に
交
換
で
き
ま
す
。

●
専
用
の
歩
数
計
で
も
参
加
で
き
る

　
専
用
の
歩
数
計
を
購
入
し
、
ロ

ー
ソ
ン
のLoppi

端
末
な
ど
に
か

ざ
す
と
、
日
々
の
歩
数
を
記
録
で

き
、
ポ
イ
ン
ト
が
取
得
で
き
ま
す

(

歩
数
計
で
の
参
加
は
取
得
ポ
イ

ン
ト
に
制
限
が
あ
り
ま
す)

。

料
金　
１
個
２
７
5
０
円

申
込　
10
月
28
日
か
ら
保
険
年
金

課
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

郵
送

※
歩
数
計
は
着
払
い
で
届
き
ま
す
▽

ア
プ
リ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
お
さ

か
健
活
マ
イ
レ
ー
ジ「
ア
ス
マ
イ
ル
」

事
務
局
（
☎
06
・
６
１
３
１
・
５
８

０
４
）
へ
。

①ちょっとで～ソフトバレー～
対象　市内在住の精神障がい者保健福祉手帳所持者
とき　10月10日㈭午後３時～６時
ところ　市民総合体育館
定員　10人（抽選）
②グラウンドゴルフ大会
対象　市内在住の障がい者手帳所持者とその介護者
とき　10月21日㈪午後１時～３時(予備日28日)
ところ　赤峰市民広場
定員　20人（抽選▷初めての人優先）
参加費　300円
③ふれあい卓球大会
対象　中学生以上の市民
とき　10月26日㈯午前９時15分～午後３時

ところ　市民総合体育館
定員　10人（抽選）
参加費　100円
※運営ボランティアも募集しています。
④電車で行こう
　世界遺産高野山の名所を散策します。
対象　市内在住の障がい者手帳所持者と介護者
▷ペアで参加を
とき　10月31日㈭午前９時～午後５時
集合　南海河内長野駅改札前
定員　５組（抽選▷初めての人優先）
※交通費や食費などが必要。
申込　①は10月８日、②は15日、③は10日、④
は17日までに同センターへ

とき　11月26日㈫午後１
時30分～
ところ　大阪南医療センター
定員　150人（先着順）
※当日直接会場へ。
�がん相談支援センター　　
　　（大阪南医療センター内、　
　　   ☎53-5761）

病院で聴く
お坊さんの“いのち”の話

大河内大博さん

　スマホアプリで、受付時に500ポイントが付与さ
れる南海電鉄主催のウォーキングイベントです。観
心寺や延命寺など、楠公さんゆかりの名所旧跡や町
並みを巡りながら健康になりましょう。観心寺で住
職による楠公さんの講話や、長野商店街で奥河内産
品販売のイベントも開催されます。
受付　11月23日㈷午前９時30分～10時
コース　三日市町駅西側ロータリーで受付～観心寺～延命
寺～高野街道～烏帽子形八幡神社～長野商店街（約11㌔）
※当日直接受付へ。
�南海テレホンセンター（☎06-6643-1005）、ポ
イントについては保険年金課

とき　11月２日㈯午前10時～午後４時
ところ　大阪南医療センター 研修棟
内容　チェアエクササイズやノルディックウォークの体
験（整理券あり）、健康診断コーナー、献血、医師や管
理栄養士、薬剤師による講演「人生100年時代を自分で
歩けてすごすために今すべきこと（午前10時30分～）」、

「食欲をおとさず もう少し減塩（午前11時45分～）」、「知
らないと損をする?!お薬手帳の話（午後0時15分～）」
※当日直接会場へ▷市ブースでアスマイルのアプリ
説明会も開催します。
�大阪南医療センター（☎53-5761）、アスマイル
説明会については保険年金課

�保険年金課

障
が
い
者

手
話
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
府
の
手
話
通
訳
者
登
録
を
目
指

し
て
、
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課

程
を
修
了
し
た
人

と
き　
11
月
11
日
～
来
年
２
月
３

日
の
月
曜
日
の
う
ち
全
10
回
▽
午

後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

申
込　
障
が
い
福
祉
課
に
あ
る
申
込

用
紙
で
10
月
28
日
ま
で
に
同
課
へ

�
障
が
い
福
祉
課

聴
覚
障
が
い
・
肢
体
不
自
由
者

合
同
サ
ロ
ン

　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
を
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
聴
覚
障
が

い
・
肢
体
不
自
由
者

と
き　
10
月
23
日
㈬
午
後
１
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

参
加
費　
１
５
０
０
円

申
込　
10
月
16
日
ま
で
に
左
記
へ

�
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の

（
☎
56
・
１
６
９
０
、
�
56
・
１
６
９
２
）

�
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
55
・
０
３
０
１
）

　がん患者サロンろーずまりーで、「“また会え
る”を支えに生きる」をテーマに大河内大博さ
ん（願生寺の住職・医療法人社団日翔会チャプ
レン）がお話します。

相　
談

催
し・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

教
育

保
険
年
金

募　
集

就
労

暮
ら
し

安
全
安
心

税
金
・
高
齢
者

協
働

人
権

子
育
て

健
康

障
が
い
者

そ
の
他

お
知
ら
せ
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安
全
安
心

日
ご
ろ
か
ら
防
犯
対
策
を

●
犯
罪
認
知
件
数
は
減
少
傾
向

　
市
内
で
認
知
さ
れ
た
刑
法
犯
の

数
は
平
成
30
年
中
５
２
０
件
と
な

り
、
前
年
か
ら
59
件
減
り
ま
し
た
。

本
市
は
、
犯
罪
発
生
率
が
府
内
33

市
で
２
番
目
に
低
い
市
で
す
。

　
し
か
し
、
今
も
毎
日
１
件
以
上

の
犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
防
犯
へ
の
心
構
え
を
持

ち
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●「
自
分
は
大
丈
夫
」
な
ん
て
考

え
な
い
で

　
高
齢
者
を
狙
い
、
市
役
所
職
員

や
警
察
官
、
家
族
な
ど
を
装
っ
て

電
話
を
か
け
、
お
金
を
だ
ま
し
取

る
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
８
月
ま
で
に
市
内
で
13

件
、
約
２
０
０
０
万
円
の
特
殊
詐

欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
こ
ん
な
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
次
の
よ
う
な
電
話
が
あ
り
、
変

だ
な
？
と
感
じ
た
時
は
、
家
族
や

市
役
所
、
警
察
な
ど
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族
や
近
所

の
人
な
ど
に
も
注
意
を
呼
び
か
け

て
く
だ
さ
い
。

①
身
内
を
装
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
息
子
や
孫
を
装
い
、「
電
話
番
号

が
変
わ
っ
た
か
ら
登
録
し
て
」
と

電
話
が
あ
り
、
数
日
後
「
仕
事
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

金
を
貸
し
て
」
な
ど
と
言
い
、
お

金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話
番
号
を

登
録
す
る
前
に
、
家
族
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
警
察
官
を
装
う
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
電
話
で
「
あ
な
た
の
銀
行
口
座

が
犯
罪
で
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
、

警
察
官
・
銀
行
協
会
職
員
が
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
確
認
し
に
行
く
」

と
言
っ
て
訪
問
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
り
、
お
金
を
だ
ま

し
取
り
ま
す
。
警
察
官
な
ど
が
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を

確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
等
詐
欺

　
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
職
員

な
ど
を
装
い
、「
年
金
や
医
療
費
の

還
付
金
が
あ
る
。
今
日
中
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
手
続
き
す
れ
ば
還
付
金
が
受

け
取
れ
る
」
な
ど
と
言
い
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
い
出
し
、
お
金
を
だ
ま
し

取
り
ま
す
。
電
話
で
「
携
帯
電
話

を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

●
電
話
を
自
動
録
音
し
よ
う

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
の

ほ
と
ん
ど
が
電
話
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
固
定
電
話
に
取

り
付
け
る
自
動
通
話
録
音
装
置
を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の

み
の
世
帯
、
ま
た
は
日
中
に
65
歳

以
上
の
人
だ
け
に
な
る
世
帯

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
危
機
管
理
課

10
月
11
日
～
10
月
20
日
は

全
国
地
域
安
全
運
動

●
河
内
長
野
市
民
大
会

　
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況
の
解
説
、

防
犯
功
労
者
の
表
彰
、
合
唱
な
ど

を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
17
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込　
10
月
７
日
か
ら
電
話
で
危

機
管
理
課
へ

●
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
配
布

　
自
転
車
の
か
ご
に
取
り
付
け
る

カ
バ
ー
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

と
き　
10
月
11
日
㈮
午
後
４
時
～

と
こ
ろ　
西
友
千
代
田
店
前

●
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止

ネ
ジ
取
り
付
け

　
自
動
車
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

盗
難
防
止
ネ
ジ
を
取
り
付
け
ま
す
。

と
き　
10
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　
50
台
（
先
着
順
）

※
車
種
に
よ
っ
て
取
り
付
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
安
ま
ち
メ
ー
ル
に
登
録
を

　
大
阪
府
警
察
か
ら
、
ひ
っ
た
く

り
・
路
上
強
盗
・
子
ど
も
や
女
性

へ
の
被
害
・
特
殊
詐
欺
な
ど
の
情

報
を
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
い
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
や
地
域
、
受
信
時

間
帯
を
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
。

�
河
内
長
野
警
察
署

　
　
　
　
　
（
☎
54
・
１
２
３
４
）

ス
ト
ッ
プ
！
特
殊
詐
欺
！

　
河
内
長
野
警
察
の
警
察
官
が
特

殊
詐
欺
の
最
新
の
傾
向
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

と
き　
10
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
小
学
校
体
育
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
三
日
市
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
大
原
さ
ん
（
☎
63
・
７

６
１
０
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

と
き　
11
月
５
日
㈫
午
前
10
時

内
容　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の

緊
急
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
市
民
の
み

な
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、
市
内
47

か
所
の
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ

ー
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

�
危
機
管
理
課税　

金

市
・
府
民
税
第
３
期
分

●
10
月
31
日
ま
で
に
納
付
を

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、金

融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
30
万
円
ま
で
）
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
手
数

料
不
要
）。
安
心
・
簡
単
・
確
実
な

口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

高
齢
者

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

で
脳
の
認
知
機
能
も
測
定
し
ま
す
。

と
き　
10
月
29
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～
４
時
30
分
（
相
談
は
１
人
45

分
程
度
）

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

申
込　
10
月
22
日
ま
で
に
左
記
へ

�
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
☎
56
・
６
６
０
０
）

介
護
の
知
恵
袋

●
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
役
割
に

つ
い
て
学
び
ま
す

対
象　
市
内
在
住
の
高
齢
者
の
家

族と
き　
10
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
10
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
３
４
５
１
）

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象　
65
歳
以
上
（
誕
生
日
の
前

日
か
ら
接
種
可
能
）
ま
た
は
60
歳

以
上
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
異
常
の
い
ず
れ
か

の
障
が
い
を
有
す
る
市
民

期
間　
10
月
１
日
㈫
～
来
年
１
月

31
日
㈮

と
こ
ろ　
取
扱
医
療
機
関
な
ど

費
用　
１
０
０
０
円
（
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
無
料
）

※
申
し
込
み
は
取
扱
医
療
機
関
へ

（
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
▽
市
外
ま
た
は
取
扱
医
療
機

関
以
外
で
接
種
す
る
場
合
は
事
前

に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

高
齢
者
の
運
動
教
室

①
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
楽
し
い

筋
力
ア
ッ
プ
運
動

と
き　
10
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

②
太
極
拳
で
呼
吸
を
ス
ム
ー
ズ
に

と
き　
10
月
25
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
武
道
館

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円(

当
日
徴
収)

③
健
康
体
操
＆
レ
ク

と
き　
11
月
７
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
込　
10
月
７
日
か
ら
、
①
は
10

月
15
日
ま
で
に
、
②
は
10
月
24
日

ま
で
に
、
③
は
11
月
６
日
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
載
）
で
左
記
へ

�
①
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
石
田

さ
ん
（
☎
�
62
・
２
７
５
３
）、
②

同
連
盟
の
山
田
さ
ん
（
☎
�
62
・

５
８
９
７
）、③
同
連
盟
の
牧
田
さ

ん
（
☎
�
64
・
０
３
１
５
）

府
高
齢
者
大
学
校

２
０
２
０
年
度
受
講
生

と
こ
ろ　
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円

坂
（
大
阪
市
中
央
区
）
な
ど

受
講
料　
５
万
５
０
０
０
円

申
込　
12
月
６
日
午
後
３
時
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ
（
抽
選
）

※
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要
▽
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢

者
大
学
校
募
集
委
員
会
（
☎
06
・

６
３
６
０
・
４
４
０
０
）

とき　11月５日㈫午後１
時～３時30分
ところ　消防署本部
内容　幼年消防クラブによ
る防火パレード、消防訓練、
ＶＲ初期消火訓練など
※当日直接会場へ▷駐車
台数に限りがあるため公共
交通でご来場ください。
�予防課(☎53-3699)

11月９日㈯～15日㈮は秋の火災予防運動

　来年公開予定の映画「鬼ガール!!」主演女優の
井

い

頭
がしら

愛
ま な

海
み

さんを一日消防署長に迎え、次のオープ
ニングイベントを開催します。

　認知症の人や家族、支援者などが、北海道か
ら沖縄までタスキをつなぎゴールを目指します。
オレンジ色のＴシャツを着て走っている集団を
見かけたら、応援をお願いします
とき　10月27日㈰午前９時ごろ～
コース　美加の台～国道371・310号線などを
経由～狭山池
※時間など詳しくは下記へ。
�東部地域包括支援センター（☎52-0180）

相　
談

催
し・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

教
育

保
険
年
金

募　
集

就
労

暮
ら
し

安
全
安
心

税
金
・
高
齢
者

協
働

人
権

子
育
て

健
康

障
が
い
者

そ
の
他

お
知
ら
せ
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
育
児
休
業
中
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
育
児
休
業
中
か
仕
事
復
帰

を
検
討
中
の
母
親
と
就
学
前
の
子

ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

と
き　
10
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　

就
学
前
の
親
子
を
対
象
に
し
た

自
由
に
遊
べ
る
場
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
①
10
月
11
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
正
午
＝
鳴
尾
公

園
、
②
10
月
25
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
＝
中
片
添
第
３
公
園

※
雨
天
中
止
▽
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
▽
当
日
直
接
会
場
へ
。 

❶
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま
て
交
流
会

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
い
ふ

れ
あ
い
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
２
日
～
平
成
30
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
21
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❷
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
歌
や
絵
本

を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
6
か
月
～
２
歳
6
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❸
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

対
象　
市
内
在
住
の
２
歳
～
就
学

前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
25
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午

材
料
費　
２
０
０
円

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❹
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
未
就
園
の
親
子
が
集
ま
り
、消
防

署
を
見
学
し
た
後
、
赤
峰
市
民
広

場
の
遊
具
な
ど
で
遊
び
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
10
月
28
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

集
合　
赤
峰
市
民
広
場
第
２
駐
車

場
（
雨
天
時
は
消
防
署
見
学
の
み
）

❺
簡
単
手
づ
く
り
お
や
つ
を
作
ろ

う
＆
ミ
ニ
講
座
～
幼
児
の
生
活
リ

ズ
ム
と
１
日
に
と
り
た
い
食
品
～

　
ク
レ
ー
プ
と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者

と
き　
11
月
７
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

材
料
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人
（
抽
選
）

※
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ

り
（
定
員
10
人
▽
抽
選
）。

❻
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
体
験
し
よ
う

　
体
幹
を
鍛
え
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者

と
き　
11
月
12
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

定
員　
10
人
（
抽
選
）

※
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ

り
（
定
員
10
人
▽
抽
選
）。

❶
～
❻
の
申
込　
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

子
の
生
年
月
日
、性
別
、第
何
子
か
、

住
所
、
電
話
番
号
、子
育
て
で
気
に

な
る
こ
と
と
催
し
名
を
記
入
し
て
10

月
10
日
ま
で
（
必
着
）
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1
）

へ
▽
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
で

の
申
し
込
み
は
９
月
30

日
か
ら

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50・４
６
６
５
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
み
ん
な
で
、
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

と
き　
10
月
17
日
㈭
、
11
月
21
日

㈭
▽
午
前
10
時
20
分
～
11
時
＝
１

歳
児
向
け
、
午
前
11
時
20
分
～
正

午
＝
２
歳
児
向
け

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

マ
マ
の
た
め
の
歯
み
が
き
教
室

対
象　
就
学
前
の
子
を
持
つ
母
親

と
き　
11
月
８
日
㈮
午
前
10
時
15

分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

内
容　
保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

申
込　
10
月
７
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
55・０
３
０
１
）

児
童
手
当
を
支
給

●
10
月
は
支
給
月

支
給
日　
10
月
10
日
㈭
▽
６
～
９

月
の
４
か
月
分
と
し
て
支
給

支
給
額　
３
歳
未
満
＝
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
～
小
学
生
で
第
１
子
・
第
２
子

＝
月
額
１
万
円
、
３
歳
～
小
学
生

で
第
３
子
以
降
＝
月
額
１
万
５
０

０
０
円
、
中
学
生
＝
月
額
１
万
円

特
例
給
付
（
制
限
限
度
額
以
上
の

所
得
の
人
）
＝
月
額
５
０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
え
方
は
18
歳
の
誕

生
日
以
降
、
最
初
の
３
月
末
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
の
出
生
順
で
す
。

●
次
の
場
合
は
届
出
を

①
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

②
住
所
や
児
童
数
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

③
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、

ま
た
は
公
務
員
を
退
職
し
た
場
合

④
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
②
③

は
必
ず
15
日
以
内
に
手
続
き
を
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

千
代
田
公
民
館
の
お
は
な
し
会

●
子
ど
も
も
保
護
者
も
一
緒
に

と
き　
10
月
19
日
㈯
午
後
３
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
千
代
田
公
民
館（
☎
55・１
１
２
５
）

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

●
２
歳
６
か
月
～
４
歳
対
象

と
き　
10
月
17
日
㈭
、
11
月
21
日

㈭
▽
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
込　
各
月
の
８
日
か
ら
左
記
へ

�
三
日
市
公
民
館（
☎
62・６
１
５
５
）

10月27日～11月９日は読書週間
●読書週間おはなしウォッチング
とき　10月27日㈰午後２時～２時45分
ところ　図書館
内容　大型絵本、本の紹介など

図書館のおはなし会
●２～３歳児とその保護者対象
とき　10月９日㈬・23日㈬ 午後２時30分～（15分程度）
定員　各10組（先着順）
●４歳～就学前対象
とき　10月９日㈬・23日㈬午後３時30分～（30分程度）
定員　各25人（先着順）
●小学生対象
とき　10月26日㈯、11月２日㈯午前11時～（30分程度）、
10月19日㈯ 午後２時～（30分程度）
定員　各25人（先着順）▷10月26日は保護者も入場可
※いずれも当日直接図書館へ。
�図書館（☎52-6933）

子
育
て

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽

し
む
講
座
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
①
２
歳
５

か
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
、
②
２
歳
６
か
月
～
未
就

園
児
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
10
月
16
日
・
30
日
、
11

月
６
日
・
20
日
、
12
月
４
日
・

18
日
の
各
水
曜
日
▽
時
間
は
①

が
午
前
10
時
～
10
時
30
分
、
②

が
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

申
込　

10
月
８
日
か
ら
同
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）
へ

�
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川

さ
ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

◉ぐるぐるマルシェ

子ども服や子ども靴、帽子を無料でお渡
するリユース事業です
とき　11 月 9 日㈯午前 10 時 40 分～
午後 2 時（整理券による時間指定入替制）
ところ　あいっく
※当日午前10 時から長野商店街で整理
券を配布▷11 時以降は会場前で配布。

◉子ども服・靴・帽子の回収
ところ とき
環境

衛生課
月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9 時～午後 5 時 30 分

あいっく 土・日・祝日（水曜日を除く）
午前 10 時～午後 5 時 30 分

★持ち込みできるもの
　70 ～ 150 ㌢の子ども服（洗濯済みの

Ｔシャツ、トレーナー、セーター、上着、
スカート、ズボンなど▷破れや汚れが
あるものは回収できません▷肌着や下
着などは未使用品のみ）、子ども靴・帽
子（新品または状態の良いもの）

★持ち込みできないもの
　破れ、シミ、汚れのあるもの、肌着、下着、

おむつなど（新品のみ可） ※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催しています。
詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場 ★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したりする場所です。

会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と10 月７日㈪・21日㈪午前 10
時～午後３時 30 分▷ 10 日㈭＝「ゆうみ先生と音
楽を楽しもう！」（午前 11時 30 分～）18 日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時▷ 10 月
14 日㈷も開いてます▷10 月 28 日㈪正午まで＝「ほ
のぼのまつり」▷参加費無料▷予約不要）▷月曜は
プレママカフェ、木曜は赤ちゃん DAY も実施

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 10 月９日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 10 月 18 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 10 月 23 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

� 環境衛生課

相　
談

催
し・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

教
育

保
険
年
金

募　
集

就
労

暮
ら
し

安
全
安
心

税
金
・
高
齢
者

協
働

人
権

子
育
て

健
康

障
が
い
者

そ
の
他

お
知
ら
せ
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就　

労

再
就
職
訓
練
（
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
母
優
先
枠
付
）
受
講
生
を
募
集

内
容　
①
医
療
・
調
剤
事
務
科
、②

総
務
・
経
理
事
務
科
（
い
ず
れ
も

託
児
付
）

と
き　
来
年
２
年
１
月
６
日
㈪
～

３
月
31
日
㈫
の
う
ち
平
日
の
午
前

10
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
Ｓ
Ｂ
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ

ジ
梅
田
校
（
大
阪
市
北
区
）

定
員　
各
30
人
（
優
先
枠
５
人
）

教
材
費　
①
１
０
０
０
０
円
、
②

９
２
８
８
円

選
考
試
験　
11
月
27
日
㈬
に
筆
記

試
験
と
個
別
面
接
を
実
施

申
込　
10
月
18
日
～
11
月
18
日
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※
優
先
枠
の
申
込
資
格
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
府
人
材
育
成
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
３
１
）

起
業
準
備
セ
ミ
ナ
ー

●
自
分
に
あ
っ
た
働
き
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

対
象　
好
き
な
こ
と
や
特
技
な
ど

を
い
か
し
た
起
業
に
興
味
の
あ
る

女
性

と
き　
11
月
５
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
起
業
準
備
に
つ
い
て
や
起

業
経
験
者
の
体
験
談
な
ど

定
員　
20
人
（
抽
選
）

申
込　
10
月
18
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ
▽
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら

申
込
可

※
0
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
の

一
時
保
育
あ
り
（
10
人
▽
抽
選
）。

�
産
業
観
光
課暮

ら
し

本
人
通
知
制
度
の
利
用
に
は

事
前
登
録
が
必
要
で
す

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な

ど
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る

人
に
は
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住

民
票
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期
発

見
や
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

対
象　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た

は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

登
録
方
法　
直
接
市
民
窓
口
課
へ

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）
が
必
要
▽
代
理
申
請

の
場
合
は
委
任
状
も
必
要
▽
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
市
民
窓
口
課

グ
リ
ー
ン
購
入
を
実
践
し
よ
う

　
買
い
物
の
時
に
ま
ず
必
要
か
ど

う
か
を
考
え
て
、
必
要
な
時
は
環

境
の
こ
と
を
考
え
て
、
長
く
大
切

に
使
え
る
、
使
い
終
え
た
時
に
ご

み
が
少
な
い
な
ど
、
環
境
負
荷
が

で
き
る
だ
け
小
さ
い
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

�
環
境
衛
生
課

行
政
相
談
委
員

●
気
軽
に
ご
相
談
を

　
国
な
ど
の
仕
事
で
「
困
っ
た
」、

「
納
得
で
き
な
い
」、「
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
」
な
ど
と
感
じ
た
ら
、

総
務
省
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
市
の
委
員
は
次
の
３
人
で
す
。

◎
矢や

倉ぐ
ら

芳よ
し

彦ひ
こ

さ
ん
（
☎
55
・
１
６

８
８
）

◎
河か

わ

原は
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
☎
63
・
４
０

３
７
）

◎
坪つ

ぼ

本も
と

直な
お

子こ

さ
ん
（
☎
68
・
８
４

４
７
）

�
自
治
協
働
課

●
一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設

　
10
月
７
日
～
13
日
の
行
政
相
談

週
間
に
あ
わ
せ
て
、登
記
・
税
金
・

年
金
・
住
宅
な
ど
の
「
行
政
な
ん

で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
堺
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
（
堺
市
北
区
）

　10月１日から最低賃金が改
定され、府内の事業所で働くす
べての労働者に適用されます。
時間額　964円
�大阪労働局賃金課

（☎06-6949-6502）

大阪府の最低賃金が９６４円に

KAORU KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

個
性
を
磨
く

第
33
回

シ
リ
ー
ズ
人
権
連
載

�
近
畿
管
区
行
政
評
価
局

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８
）

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
10
月
15
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
左
表
の
と
お
り
▽
日
常
生

活
の
中
で
お
こ
る
様
々
な
問
題
に

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
政
治
的
な
相
談
を
除

く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
自
治
協
働
課

水
道
の
修
理
や
工
事
は

●
業
者
に
依
頼
す
る
と
き
は

　
水
道
の
水
漏
れ
や
故
障
で
、
業

者
に
修
理
を
依
頼
す
る
時
は
必
ず

事
前
に
見
積
り
や
作
業
方
法
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
こ
に
依
頼

し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
時
は
、

市
が
委
託
し
て
い
る
業
者
を
紹
介

し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
・
６
６
２
１
）

●
水
道
工
事
は
指
定
店
で

　
給
水
装
置
の
工
事
は
、
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者（
指
定
店
）

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
末
現
在
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
市

が
認
め
た
指
定
店
は
３
８
１
社
で

　
昨
年
11
月
、
パ
リ
で
２
０

２
５
年
万
博
の
大
阪
誘
致
を

訴
え
る
日
本
政
府
の
最
終
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
壇
上
で
ピ

ア
ノ
演
奏
し
、
誘
致
を
Ｐ
Ｒ

し
た
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

小
川
理み

ち

子こ

さ
ん
は
大
手
家
電

メ
ー
カ
ー
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
執
行
役
員
で
、
同
社
の
オ

ー
デ
ィ
オ
音
響
部
門
の
担
当

と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

彼
女
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次

の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

　
「
本
社
の
創
業
者
、松
下
幸

之
助
の
『
自
分
の
個
性
を
磨

き
な
さ
い
』
と
い
う
言
葉
が

心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

私
が
入
社
し
た
当
時
は
没
個

性
の
時
代
。
男
女
雇
用
機
会

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法
など

登記 土地・家屋などの不動産の登
記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入
などにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩
みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策など
の警察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通事故
などの「民事上のもめごと」に
ついて調停で解決する手続き

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
左
記
で

指
定
店
一
覧
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

�
水
道
課

道
路
側
溝
周
辺
の
点
検
を

　
道
路
側
溝
内
に
水
の
流
れ
を
阻

害
す
る
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
や
板
な

ど
を
個
人
で
設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
突
発
的
な
豪
雨
な
ど
で
思
わ

ぬ
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
道
路
側
溝
上
に

設
置
し
た
鉄
板
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ

な
ど
が
劣
化
し
、
車
な
ど
が
通
過

す
る
際
に
破
損
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
今
一
度
点
検
し
て
く
だ

さ
い
。

�
道
路
課

均
等
法
は
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
雑
務
は
女
性

の
仕
事
と
い
う
意
識
が
根
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
音
楽
が
好
き
と

い
う
私
の
個
性
を
磨
き
、
与

え
ら
れ
た
役
割
に
一
生
懸
命

打
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
仕
事
が
お
も
し
ろ
い
と

感
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
開

発
に
挑
戦
で
き
ま
し
た
。
挫

折
し
た
時
も
上
司
や
先
輩
が

さ
り
気
な
く
手
を
差
し
伸
べ

て
、
視
野
を
広
げ
る
手
助
け

を
し
て
く
れ
ま
し
た
」。

　
さ
て
、
今
年
６
月
に
大
阪

で
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト（
20
か
国
・

地
域
首
脳
会
合
）
が
開
か
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

女
性
活
躍
推
進
の
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
連

特
使
を
務
め
る
オ
ラ
ン
ダ
の

マ
キ
シ
マ
王
妃
や
イ
バ
ン
カ
米

大
統
領
補
佐
官
ら
が
出
席
し
、

女
性
の
労
働
参
画
や
途
上
国

の
女
性
教
育
支
援
、
女
性
の

経
済
的
活
躍
な
ど
、
女
性
が

輝
く
社
会
実
現
に
向
け
た
取

組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
で
は
２
０
１
６
年

に
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行

さ
れ
、
男
女
問
わ
ず
全
員
が

当
事
者
意
識
を
持
ち
、
仕
事

と
家
庭
の
両
立
支
援
や
働
き

方
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
現
在
、
女

性
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
は
急
務
で
す
。
女
性
の
社

会
進
出
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
、

男
性
の
「
家
庭
進
出
」
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
違
っ
て
当
た
り
前
。

誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

磨
き
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

◉廃食用油の回収
ところ 10月 11月 12月

千代田公民館 ７日 11日 ９日
南花台公民館 17日 21日 19日
高向公民館 ー 20日 ー
加賀田公民館 11日 ー 13日
三日市公民館 25日 ー 27日
くすのかホール ー 25日 ー
あやたホール 28日 ー 23日

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。
★家庭から出される食用油のみを回収していま
す。

◉廃食用油回収協力店舗名
店舗名 所在地 回収日 回収時間

加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時 30分
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時

相　
談

催
し・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

教
育

保
険
年
金

募　
集

就
労

暮
ら
し

安
全
安
心

税
金
・
高
齢
者

協
働

人
権

子
育
て

健
康

障
が
い
者

そ
の
他

お
知
ら
せ
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８月10 日と11日、ラブリーホールのミュー
ジカルスクール生によるミュージカル「ぼく
たちの宝島」が上演されました。小学生から

20 代まで約 60 人の生徒が在籍する同スクールの公演
は 10 回目。今回は、謎めいた島に流れ着いた子どもた
ちの友情と成長を描く冒険ファンタジー。カラフルな衣
装をまとったスクール生は、全力で歌とダンスを披露し、
客席からは大きな感動の拍手が送られました。

神秘の島で繰り広げる冒険の物語
ラブリーホール・オリジナル・ミュージカル「ぼくたちの宝島」

8
10

KAWA
CHINAGANO CITY

シニアに大人気の講座、はじめてのスマート
フォンセミナーが市役所で開催されました。
この日は、NTTドコモの講師とサポートスタ

ッフが、スマートフォンの基本操作から電話、メールや
カメラなどを丁寧に教えていました。参加者の一人は、

「まだスマホを持っていないけど、勉強して子どもや孫
と LINE をやってみたい」と真剣な眼差し。他の参加者
は「花の写真から名前や種類を調べるアプリを入れて
楽しみたい」と目を輝かせて話していました。

シニアもスマホでアプリを楽しむ
はじめてのスマートフォンセミナー

8
22

9 月の高齢者福祉月間に合わせて、島田
市長と市社会福祉協議会の吉村会長が、
市内の男女最高齢者を訪問し、長寿を祝

いました。この日訪れたのは、水
み ず

垂
た れ

ステヲさん（上
写真▷105 歳 ）と、西口秋夫さん（下写真▷104 歳）。
島田市長と吉村会長がお祝いの言葉を述べ、記念品
を贈呈しました。水垂さんは、「よく食べて健康に
気を付けて長生きを続けます」と長寿の秘訣と抱負
を語り、西口さんは「来年も市長と会えるのが楽し
みです」としっかりとした口調で話していました。

これからもお元気で
市内の最高齢者を訪問

9
4

キックスで、教育委員会による英語村フェ
スタが開催されました。この日は、くじびきや
射的、ミニボーリングなどのほか、モーター

を使ったロボット製作、パンケーキ作りなどのプログラ
ムが行われ、ネイティブスピーカー11 人 と15 人の大
学生ボランティアが大活躍。幼児から大人まで、のべ
900 人以上が参加し、子どもたちは身振り手振りを交
えながらコミュニケーションを楽しんでいました。
今後、市では学校内外で英語コミュニケーション能力
を育成し、グローバル化に対応した人材を育てます。

ネイティブの英語にふれる
英語村フェスタを初開催

8
25

キックスで、小学生のアナウンス収録が行
われました。これはモックルコミュニティ
バスの車内で放送される、乗車マナーの啓

発アナウンスを小学生が読み上げるもので、参加し
た小学生たちは、「アナウンサーになったみたいで、
夏休みのいい経験になりました」と口をそろえて話
していました。この車内放送はモックルコミュニティ
バスで 10 月から放送します。

思わず聞き入るアナウンス
小学生がバス乗車マナーの車内放送を担当

8
21




